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串本の大島の港に午前１０時３０分に着き、近畿大学水産

養殖種苗センター多さ今事業場の事業長岡田貴彦氏の案

内により、３０人乗の漁船でマグロの生簀へ案内して頂き、

マグロに餌をやりながら説明して頂きました。 

世界でトップの技術と実績のある現場を見せて頂きました。

大きなマグロはイルカぐらいの大きさがあり、２００～３００ｋｇ

の重量があるらしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、大島にあるエルトゥールル号遭難事件のトルコ記

念碑を訪問しました。 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マグロについて 
 

マグロは、一度に約３，０００万個の卵を産むそうです。 
自然界ではその中から成魚に育つのは１匹あるかないかの確

立で、それを近大養殖センターでは約０．０３％（９０，０００匹）

位の確率で成魚になるそうです。 
串本センターでは産卵用のマグロは約７歳で体重は２００㎏

体長は２ｍ位で、泳いでいる姿は、ほとんどサメのようです。 
出荷用のマグロは約８０㎏程度で３歳位だそうです。 

産卵チームの生簀に餌を投げ入れると、バシャバシャ!!と、

すぐに食べてしまいますが、 出荷用の生簀は餌を投げ入れて

も初めは食べません、マグロは分かっているのです。 
釣り上げられて出荷されるかも？警戒しながらも最後は食べ

てしまいますが、少し驚きです。 
マグロにも知能が有ったのか？（本能かな？） マグロの寿命

は近大では、過去に２４歳まで生きたものがいたそうです。（体

長は３．５ｍ位）生物学的に、病気にならないマグロは４０年（歳）

位は生きるそうです。 
生簀の中で死ぬのは網にぶつかって死ぬか、網を突き破っ

て逃げるかのどちらかだと言う事です。（骨が軟らかいので、網

にぶつかるとすぐに死んでしまう。） 
 

あとは、潮の岬での近大マグロの刺身は正直、美味しくなか

った。 やはり、脂っこいと言うか・・・人間で言うと肥満、鳥で言

うとブロイラー？ やはり大海を泳いでいるのと生簀の中にいる

のと雲泥の差があると思われます。 
（赤みが中トロくらいやわらかく脂っこい） 

 
 

  ― 細川幸三 君 著 ― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


